
経済危機対策における経済産業省の対応（医療関連分野）

①幹細胞産業応用促進基盤技術開発（iPS細胞）
５億円（１０億円）

②基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発
２０億円（３３億円）

１.研究開発の加速

生活支援ロボットを製作し、安全性実証試験を集中的に行うことにより、対人安全技術（人検知技術、人
衝突時の対応技術等）を確立する。

３．生活支援ロボットの実用化促進 ７億円（16億円）

○スーパー特区２４課題の研究開発の加速を図る
ため、必要となる設備・機器・機材等を整備。
○厚生労働省にて一拢して予算計上し、関係４府省
（経産、内閣府、文科、厚労）が共同して執行。

2．先端医療開発特区(スーパー特区)設備機器等整備事業
120億円

大学・企業等が集積しつつある地域において、共同体制を築きながら研究から応用開発、産業化まで取り
組む「先端イノベーション拠点」を整備。

低炭素革命、健康長寿、底力発揮に関連する技術の実用化開発を実施する者に対して、助成期間1年の提
案公募型研究開発支援を実施する。

先端技術の強化・再編に長期資金を供給する産業革新機構の出資枠を拡充。

４．先端イノベーション拠点整備 151億円

研究開発

実用化・実証事業

分野横断的施策

６．株式会社産業革新機構 420億円/政府保証枠8000億円（４００億円）

５．イノベーション実用化助成事業 201億円(34億円）

21年度一次補正予算額（21年度通常予算額）


